
令和２年度瑞穂市地域づくり人材養成講座 第１回講座開催概要 

 

日  時 令和２年１０月２７日（火） １９：００～２１：００ 

場  所 瑞穂市総合センター５階 第１・２・３会議室 

受 講 者 ９名 

主 催 者 
岐阜県環境生活部県民生活課 

瑞穂市企画部市民協働安全課 

内  容 
◆開講式 

１ 挨拶（瑞穂市企画部長） 

２ 講座の趣旨説明（県担当者） 

３ コーディネーター・講師の紹介 
 
◆第 1回講座 

「合意形成のために必要なこと」 

 講師：パブリック・ハーツ株式会社 代表取締役 水谷 香織 氏 

  地域活動を進める上で必要となる「合意形成」について、グループワークを交えながら
お話いただきました。 

  

（１）私の「聴く」 
  ・ペアで話し手と聞き手になり「コロナでも元気な地域とは？」をテーマに、「話す」

「聴く」を実践。 

（２）達人の「聴く」 
・達人の話を読み、達人の聴き方について各自考えた後、グループで気づきを共有。 

（３）講義 
 ・合意形成のための「聴く」、利害関心分析による「身近な合意形成」、何のための

社会的合意形成か 等の講義。 

（４）グループワーク 
・「コロナでも元気な地域とは？」をテーマに、「テーマについて思うこと」「自分た
ちができること」を受講者が付箋に記入し、グループで共有しながら模造紙に貼
り出し、代表者が発表。 

＜受講者の発表＞ 
地域の方と顔を合わせてコミュニケーションの取れる関係づくりと、今の時代な

らではの ICT、SNSといった情報機器を使ったコミュニケーションの双方が必要。 
 

 

 

 

 

 

 

＜コーディネーターの野村氏より＞ 

 聴くということ、合意をするためのプロセスが重要ということを学べたと思う。 
賛成か反対かといった立場に着目して議論を始めると対立が生まれる。立場でなく利

害・関心に着目して話し合うことが大切である。 
 

 

▲コーディネーターの野村氏 

 

▲講師の水谷氏 

  

▲グループワーク 

 

▲グループワーク 


